
                                                 

 

 

 

 

 

  

 
   

   

 

 

                             

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

                      

                                     

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 
 

  

                           

 

 

 

 

名護中 図書館だより 1 月号 
名護市立名護中学校図書館 平成 30年 1月 23日発行 

（おそくなりましたが）あけましておめでとうございます。早いもので平成になってから 30

年。昭和から平成に変わったとき、私は中学生でした。ついこないだのことのようですが(本

当にそう感じます)、時間はあっという間に過ぎていきますね。中学の３年間だってすぐに終

わってしまいます。なので、どうぞこの１年も充実した時間にしてください☆ 

 特集は新年らしく… 

名 言 特 集 

犬 特 集 
＆ 

↓ 2018 年の目標を決めるのに参考にしてみては？ ↓ 

犬が主役の本

を集めています

☆ 

悲しい話もあ

りますが、犬と人

間との関わりや

命について考え

させてくれます。 

 

『犬たちからの 

プレゼント』 

 

高橋うらら/著 

集英社みらい文庫 

 

『元気がでる 

日本人 100 人の 

ことば』 

       （全５巻） 

晴山陽一/監修 

ポプラ社 



【 図書館のカウンターから 】 
４月に名護中にきて、沖縄県の図書館司書の研修会の担当になったり、名護市の子ども達の読書推進につい

ての話し合いに参加しなければならず、毎月何度か午後から図書館をお休みしました。「先生、本当は遊びにい

ってるんでしょ？」と言われたこともあります（苦笑）。そんな中、３年生男子のＢ君に「研修会ってそんなにたく

さんあるわけ？…まあ、先生は新人だから仕方ないか」と言われ、『新人』という言葉に思わず笑ってしまいま

した(笑)。Ｂ君の隣にいたＤ君（以前、私がいた小学校出身）も「えっ!?(ﾟ〇ﾟ ;)」というカオになり、「…いや、先

生は新人じゃないよ？ 俺が小学校のときにもいたもん」と言うと、「え？！だーるわけ？！」と驚くＢ君。「や

ー、ごめんね。なんもできないんだけど、実は働いてる年数だけはけっこういってるわけ。だからいろんな役割

を引き受けないといけない立場なんだよー」と謝りました。 どんな仕事でも新しい法律や技術ができるとそ

れを学ばなければなりません。より良い仕事をするために工夫していくことも勉強です。勉強は大人になって

もずっと続きます。学校だけでやるものではないんです。テストや受験で「もうイヤだ。勉強したくない」という

声をよく聞きますが、じゃあ勉強やめたら楽になるのかな？ 勉強をやめたらどんなことが起こるのかな？ …

と一度じっくり考えてみてはどうでしょう？ 新しい年のはじまりに、それもいいかもしれません。 

2018 年、またいろんなことを学んで知って、少しでも成長できる１年にしていけますように。 （愛） 

 新しい本を新着本コーナーに出していますが、『歴史のサバイバルシリーズ』『５分後に意外な結末シ

リーズ』『リセットシリーズ』『十二国記シリーズ』『文豪ストレイドッグスシリーズ』などの人気がある

本は、卒業が近い３年生のみ貸出可とします。本にラベルを貼ってあるので、１・２年生はきちんと確

認して借りてくださいね！  新着本からオススメの本はこちら↓ 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

                         

                         

 

 

 

 

『マージナルマン 

～反抗期を迎えたすべての人に』 

 

北原りゅうじ/著 

少年写真新聞社/刊 

本の貸出は 
☆３年生は 

→ ２月 15 日まで 

☆1・2 年生は 

→ ３月 2日まで 
※３月には蔵書

ぞ う し ょ

点検
て ん け ん

があるので必ず本を返し

て下さい。 

 特に３年生は卒業前にきちんと返却して下

さい。返却せずに卒業した先輩方がたくさんい

て、多くの本がなくなっています。なくしたり、

なにか問題があれば相談にきてください。 

※何度お願いしても返却されない場合は、全学

年、担任の先生・保護者に相談します。 

『反抗期を迎えたすべての人に』と

いう副題の通り、中学生で読んでお

くといいかな…と思う１冊。ほかに

も『人間力の鍛え方』『ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ

の作り方』があります。いろんなこ

とにイライラモヤモヤしている人

にオススメです☆ 

残念なおしらせ 

 学習系・文化系以外の雑誌の購読をやめま

す。理由は「片付けができないから」です。 

 昨年の開館からずっと言ってきましたが、

大半は人に責任をなすりつけるだけで反省も

行動を改めることもありませんでした。なの

で、宣言通り止めます。「片付けない＝雑誌は

いらない」というのが皆さんの意見だと受け

取りました。日頃から片付けてくれた人達に

は申し訳ないですが…。今後、皆さんの意識・

行動が変わればまた考えます。 

 

 

『女の子が 

生きていくときに、 

覚えていてほしいこと』 

 

西原理恵子/著 

   KADOKAWA/刊 

人気マンガ家の西原理恵

子さんの本。 

 反抗期を迎えた娘さんと

の関係も含めて、女性が生

きていく上で考えておいて

ほしいことが書かれていま

す。自身が苦労した経験から

「若さや美貌はすぐになく

なる！そんなものに頼る

な！」「きちんと自分で稼い

て生きていけるようにな

れ！」と力強く訴えていま

す。女子は必読！！男子に

も読んでみてほしい１冊。 


